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脳卒中患者だった理学療法士
が伝えたい、本当のこと

旭神経内科リハビリテーション病院

一般社団法人脳フェス実行委員会

認定理学療法士(脳卒中)

・健康運動指導士

小林 純也

みなさん、初めまして。

脳卒中患者だった

理学療法士の

小林純也です。

この度は、このスライドを

ご覧いただきまして、

誠にありがとうございます。

✓ 所属
一般社団法人脳フェス実行委員会代表
旭神経内科リハビリテーション病院
NPO法人日本脳卒中者友の会

✓ 講演
北海道から熊本まで全国で講演会
年間講演数 20回以上
動員人数1,000人以上（2018）

✓ メディア実績
朝日新聞「ひと」
朝日新聞「apital」
サンケイスポーツ

✓ 書籍
「脳卒中患者だった理学療法士が伝えたい、本当のこ
と」（Amazon、楽天ランキング１位,2017年12月）

自己紹介

私は14年前、

23歳で脳卒中になりました。

ボクシングのプロテスト直前にジムで倒れ、目

が覚めた時には

右半身が麻痺し、重度の感覚障害

を負っていました。

懸命のリハビリにより、

右半身に障害は残りつつもボクシングに復帰し

た私は、障害を強みに変え、支えられ

る側から支える側になるため、

自らが理学療法士となりました。
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現在は、回復期病院に勤務しながら、

みんなで楽しんだ結果として

「脳卒中になっても可能性は無限大」

という事を伝えるため、

脳卒中フェスティバルという

イベントを主催しております。

今回のテーマは「街」

脳卒中経験者は、閉じこもりやすい

運動機能低下により8割の患者が閉じこもりとなる（タイプ1）。

たとえ外出可能な運動能力を持っていても、4割が閉じこもりとなる（タイプ2）。

要素としては、

タイプ１：転倒自己効力感，手段的自立，知的能動性が有意に低値を認め，独居で

ない人が多い

タイプ2：下肢BRS，BI，主観的健康感，転倒自己効力感，リハビリへの期待

感が低値，地域での役割がない，親しい友人や親戚がいない人が多い

（大山ら,2008.）

リアル臨床東海2017で1位

をいただいた発表を大幅に改変し、

退院後、脳卒中経験者が街に出ていくために、

入院中から可能で、

明日から実践できる関わり方
についてお話しします。

◼脳フェス：
https://noufes.com/

◼Face book：
https://www.facebook.com/junya.kobayashi.927

◼note：
『脳卒中患者だった理学療法士が
伝えたい、本当の事』

https://note.mu/nokousoker

会場でお会いできる事を
楽しみにしております。
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